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■授業の目的及び到達目標
  進路指導は、「生き方、在り方指導」を要とした長期的展望に立った人間形成を目指す教育活動であり、それを包含するキ
ャリア教育では、社会的自立に必要な資質・能力を育むことを目的としている。こうした視点から、体験活動の意義や在り
方を理解するとともに、組織的に取り組むことの意義や重要性等、指導に必要な資質・能力を身に付けることを本講座の目
的とする。
　その上で、カリキュラム・マネジメントを意識した教科等横断的な教育活動としての進路指導・キャリア教育の実践的指
導における基本的な知識や資質を身に付けることを到達目標とする。
■授業計画

1 進路指導の意義と基本理念
進路指導における学校教育の目的と社会的意義、一般原理、子供や学校を取り巻く課題、法的根拠等について理解す
る。

2 進路指導の歴史
アメリカの職業指導・キャリア教育の歴史的発展と展望について理解するとともに、日本の進路指導への影響等を考
察する。さらに、日本における進路指導・キャリア教育の歴史と発展を学習指導要領と関連付けながら、現在に至る
位置づけを概観する。

3 進路指導からキャリア教育へ　１
学校教育におけるキャリア教育の意義と必要性について、社会の変化、並びに学習指導要領に示された目標・指導内
容から理解を深めるとともに、キャリア教育で身に付けるべき資質・能力について理解を図る。

4 進路指導からキャリア教育へ　２（演習）　　
「中学校・高等学校キャリア教育の手引き」を基に、キャリア教育の進め方について理解を図る。さらに、自身の生き
方についての演習を通して、「生き方教育」としてのキャリア教育の必要性等についての理解を深める。

5 進路指導の組織と体制　
進路指導の法的根拠や学習指導要領に示された内容理解を通して、学習を支える基盤について理解を深める。さらに、
生徒に適切な「進路選択力・進路決定力」を身に付けさせるための校内体制の在り方、教師の役割、指導の進め方に
ついて理解する。

6 進路指導計画の作成・演習
生徒のキャリア形成を図るためには、教育課程への適切な位置づけに基づいた、全体指導計画、年間指導計画が重要
であることを理解する。実際に年間指導計画の作成を通して、計画的な指導の進め方について理解を深める。

7 進路指導における体験活動の実際　　
キャリア教育の一環として実施される「中学校職場体験活動」「高等学校インターンシップ」の意義や実施計画の理解
を通して、青年期に育成する資質・能力や外部機関との連携を図ったキャリア教育の必要性について理解を深める。

8 キャリア・カウンセリング理論とその活用　1
カウンセリングの定義、歴史について理解を図るとともに、スクール・カウンセリングやキャリア・カウンセリング
の機能や特徴、必要性、活用方法、実施上の留意点などについて理解を深める。

9 キャリア・カウンセリング理論とその活用　2
進路相談における学級・ホームルーム担任の役割や実施上の配慮点・留意点等についての理解を通して、学校におけ
る進路相談活動の意義や進め方についての理解を深める。

10 進路指導の評価と活用　
進路指導における評価の意義、対象と内容・方法、活用についての理解を通して、進路指導における評価活動の意義、
並びに、よりよい進路指導の実践には、適切な評価に基づいた実施・改善が必要であることを理解する。

11 キャリア・カウンセリングの実際（演習） 1
進路相談を進めるにあたり、教師と生徒の役割演技等によるロールプレイ、振り返り活動等の体験を通して、キャリ
ア・カウンセリングの特性、教師として求められる資質・能力等について理解を深める。

12 キャリア・カウンセリングの実際（演習） 2
グループエンカウンターを通して、自己の考えを整理したり、他者の考えを聞くことで自己発見を促したりする体験
により、傾聴する力やコミュニケーション能力の重要性について、より実践的な理解を深める。

13 学期試験及び解説、講義内容のまとめ
学期試験と解説の実施を通して、これまでの講義内容のまとめを図るとともに、生徒一人一人がよりよい自己実現を
図るうえでの進路指導・キャリア教育の重要性について再度理解を深める。

■授業の方法
講義資料や参考書等に基づいた講義形式で内容を概観した後、講義内容を深めるためのレポート、演習としての指導計画の
作成、さらには、キャリア・カウンセリングにおけるロールプレイ等の演習を通して、実践的な理解を図る。レポートや課
題のフィードバックは授業内で実施する。
■予習・復習
予習:次回の講義にかかわる内容について、学習指導要領や教科書、参考資料等を一読する。（10 分から 15 分程度）
復習:授業内容をもとにしたレポートや課題に取り組むことをもって復習とする。
■成績評価の方法（成績の評定方法、授業態度、レポート等の扱い）
定期試験、レポート・演習課題の内容・提出状況、授業参加状況を総合的に判断する。試験６０％、レポート・演習課題２
０％、授業参加状況２０％とする。定期試験の解説は、試験終了後に実施する。
■教科書・参考書
教科書　　教職シリーズ７「進路指導」新井国次郎編　培風館
参考文献　「中学校学習指導要領解説　総則」「中学校学習指導要領解説　特別活動」「中学校学習指導要領解説　総合的な
学習の時間」（平成２９年告示）

「高等学校学習指導要領解説　総則」「高等学校学習指導要領解説　特別活動」（平成３０年告示）
「中学校・高等学校キャリア教育の手引き」文部科学省
■関連する科目
教育・発達心理、教育社会学、特別活動論、道徳教育指導論、職業指導、教育相談（カウンセリングを含む）
■当該科目の実務経験（該当する場合のみ記載）
担当教員は、東京都公立中学校や教育委員会に３６年間勤務し、進路指導に関する研究実績を積んできており、それを本科
目の指導に生かしていく。


